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令和 2 年度 令和 11

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

④ 組　織

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

葛巻町

水道事業

計 画 期 間 ：

18

～

管 路 延 長

(年間総有収水量575.7/給水区域面積3437）

0.1675

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 31 年 4 月 1 日

水 源

資料１

葛巻町水道事業経営戦略

事業の現況

62.18

施 設 数

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

15

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 4,612

  本町水道事業の料金体系は、用途別に区分し、それぞれ基本料金と従量料金を設定しており、現
行の料金体系については以下の表のとおりです。また、料金は平成17年4月以降改定されていない
が、消費税率が令和元年10月に8％から10％に引き上げられている。

計 画 給 水 人 口 6,240

現 在 給 水 人 口 5,774
法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適(全部)
※平成29年4月1日より法適

(簡易給水施設等統合）

㎥／日

本町の水道事業については建設水道課の水道事業所が所管している。
令和元年度組織構成
　課長(総括)１名
　水道事業所長１名
　水道技術管理者（主任技師）１名
　主事１名
　水道事務専門員１名
　水道作業員３名

平 成 17 年 4 月 1 日

140.7
千ｍ

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

超過料金

（１㎥ごとに）

家庭用 10 1,600円 152円

業務用 20 3,200円 190円

工業用 60 8,500円 152円

臨時用 10 3,700円 343円

給水量（１か月につき）※税抜き

基本水量（㎥） 基本料金
種別



（２）

（３）経営比較分析表等を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

料金収入の見通し

　料金収入は過去10年間給水人口とともに減少している。料金収入の見通しは給水人口から予測される有収水量に平成30年度の
供給単価を乗じて算出する。給水人口の減少に伴い、収入も同様に減少することが見込まれる。
　収入は減少する見込みであるが、今後老朽化した設備の更新が必要になってくることから、安全な水道を維持するためには料金
改定、一般会計からの繰入れ等により資金を確保する必要がある。

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経
営比較分析表）を添付すること。

　平成29年度より地方公営企業会計に移行したことから、事務体制の充実とスキルの向上を図り、適正な人員の確保が必要であ
る。
　また、職員が代わっても技術等の継承が行えるよう業務の見える化や共有、研修の充実などを図っていく必要がある。

水需要の予測

　給水人口は過去10年間人口減少とともに毎年減少していることから、葛巻町まち・ひと・しごと創生「葛巻町人口ビジョン」将来人
口試算のケース１を基に給水人口を予測した。
　給水人口は今後も減少することが予想される。

これまでの主な経営健全化の取組

　平成29年4月より旧簡易水道事業及び旧飲料水供給施設を統合し上水道化と共に地方公営企業法を適用しての経営に切り替
えていることから、受益者負担の原則のもとに企業として健全な運営を行うことが求められる。
　また、昭和40年代に整備された水道施設も直近では江刈地区、西部地区の管路更新が終了し、安心安全な生活用水の供給と
有収率が向上され施設運営の健全化を図っている。

給水人口の予測

　別紙経営比較分析表のとおり。

　水需要は、給水人口に併せて減少傾向にある。このことから将来予測される給水人口の減少により、水需要も減少傾向になると
見込まれる。

組織の見通し

年度 平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11

(西暦) 2017(実績) 2018(実績) 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

人口予測(人) 6,279 6,135 5,866 5,748 5,632 5,518 5,407 5,298 5,190 5,084 4,980 4,879 4,780

給水人口予測(人) 5,904 5,774 5,520 5,408 5,299 5,192 5,087 4,984 4,882 4,782 4,685 4,589 4,495



３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標

・優先度等を考慮し更新費用の平準化を図る。
・有収率：65.0％（←51.0％平成30年度末）

目 標

・施設更新にあっては国庫補助事業及び企業債を活用し負担の平準化と資金の確保を図る。
・経常収支比率　100％（←78.3％平成30年度末）

②　収支計画のうち財源についての説明

　江刈地区水道施設整備により管路が更新され、令和元年度に完了した。今後も有収率向上に向け老朽施設の解消に努める。
　老朽化施設（馬渕川地区等）の調査検討を行い、優先度を考慮し随時更新を図る。
　更新需要に波が発生し財源の確保が困難とならないよう、更新費用の平準化を図る。
　施設更新時には、地震等大規模災害時に備え、耐震化を推進する。

　基幹管路の耐震化事業など、国庫補助事業の積極的な導入を図る。
　企業債利息の支払いや企業債残高を踏まえ、経営悪化とならない範囲で企業債を活用し、負担の平準化と資金の確保を図る。
　企業債償還や地方公営企業繰出基準に基づき、これまで同様一般会計からの繰入れを継続する。
　人口減少による有収水量の減少に伴い、料金収入も同様に減少していくことが確実視されることから、水道料金の収納率向上に
取り組みつつ、更新財源確保のため５年ごとの経営戦略の見直しとともに段階的な料金値上げも検討する。

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

　公営企業として事業を実施していくためには、独立採算が原則であることから、経営の合理化、基盤強化を図っていく必要があ
る。また、給水人口も減少する見込みであることから料金改定は避けて通れないため、利用者の負担を最小限に抑えながら、次の
3点を掲げ水の安定供給を継続する。
　1.安全で安定的な水道水の確保(安全）
　2.施設の防災強化（強靭）
　3.水道事業の健全経営（持続）

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

　これまで同様、検針や施設維持管理等に係る委託を継続し、民間活力の積極的な活用により事務の効率化や専門性の確保を
図る。
　施設の長寿命化を促進するため、改良を含む保全的、計画的な修繕を実施し、効率的かつ健全な維持管理を図る。



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

繰 入 金

-

水道施設台帳を整備し内容の充実を図る。

毎年度進捗管理を行い、概ね５年毎を目安に見直しを行う。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

今後における水需要の減少による配水管路の見直し、配水構造の見直しによるポンプ場
の廃止など、施設の効率化を検討する。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

-

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組 より安定した水源の確保や配水系統の見直しにより、安定給水（水圧）の確保に努める。

補償金免除繰上償還制度が実施された場合は、積極的に活用し、利息の縮減に努める。

毎年度更新される地方公営企業繰出基準や災害時の取扱いについて、一般会計と随時
協議を進める。

岩手紫波地区水道事業協議会、北奥羽地区水道事業協議会等において、ソフト面を含
む新たな広域化の検討を進める。

広 域 化

費用負担の公平や明確性の確保のため、料金体系の見直しを検討する。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

-

そ の 他 の 取 組
有利な補助制度や地方債を活用し、建設改良に係る更新費用の適切な財源確保を図
る。

企 業 債



様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 前年度 本年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． (A) 112,829 111,008 110,670 106,502 104,395 127,474 124,934 122,441 119,971 117,571 143,589 140,705
(1) 111,110 109,259 108,909 104,771 102,664 125,743 123,203 120,710 118,240 115,840 141,858 138,974
(2) (B)
(3) 1,719 1,749 1,761 1,731 1,731 1,731 1,731 1,731 1,731 1,731 1,731 1,731

２． 43,420 47,677 45,526 44,095 42,704 51,194 50,345 46,543 45,829 45,279 34,828 34,593
(1) 10,821 9,998 7,339 6,539 5,791 15,041 14,351 13,830 13,350 12,986 2,701 2,487

10,821 9,998 7,339 6,539 5,791 15,041 14,351 13,830 13,350 12,986 2,701 2,487

(2) 32,167 37,243 37,112 36,481 35,838 35,078 34,919 31,638 31,404 31,218 31,052 31,031
(3) 432 436 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075 1,075

(C) 156,249 158,685 156,196 150,597 147,099 178,668 175,279 168,984 165,800 162,850 178,417 175,298
１． 167,287 184,672 174,837 171,411 169,594 167,924 167,531 160,161 159,306 158,004 157,512 157,165
(1) 24,952 25,209 23,695 23,424 23,424 23,424 23,424 23,424 23,424 23,424 23,424 23,424

6,485 5,108 5,248 5,248 5,248 5,248 5,248 5,248 5,248 5,248 5,248 5,248

18,467 20,101 18,447 18,176 18,176 18,176 18,176 18,176 18,176 18,176 18,176 18,176
(2) 49,667 53,353 47,677 45,562 45,562 45,562 45,562 45,562 45,562 45,562 45,562 45,562

11,114 10,751 11,173 11,173 11,173 11,173 11,173 11,173 11,173 11,173 11,173 11,173
5,763 7,719 4,545 5,455 5,455 5,455 5,455 5,455 5,455 5,455 5,455 5,455
4,416 6,157 1,364 909 909 909 909 909 909 909 909 909

28,374 28,726 30,595 28,025 28,025 28,025 28,025 28,025 28,025 28,025 28,025 28,025
(3) 92,668 106,110 103,465 102,425 100,608 98,938 98,545 91,175 90,320 89,018 88,526 88,179

２． 32,315 18,243 15,689 14,165 12,737 11,294 11,186 11,382 11,656 12,163 12,771 12,210
(1) 17,184 18,241 15,686 14,162 12,734 11,291 11,183 11,379 11,653 12,160 12,768 12,207
(2) 15,131 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

(D) 199,602 202,915 190,526 185,576 182,331 179,218 178,717 171,543 170,962 170,167 170,283 169,375
(E) △ 43,353 △ 44,230 △ 34,330 △ 34,979 △ 35,232 △ 550 △ 3,438 △ 2,559 △ 5,162 △ 7,317 8,134 5,923
(F) 40 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
(G) 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
(H) 40

△ 43,313 △ 44,230 △ 34,330 △ 34,979 △ 35,232 △ 550 △ 3,438 △ 2,559 △ 5,162 △ 7,317 8,134 5,923
(I) △ 79,056 △ 123,285 △ 157,615 △ 192,594 △ 227,825 △ 228,373 △ 231,810 △ 234,368 △ 239,530 △ 246,847 △ 238,712 △ 232,789
(J) 217,269 206,778 193,728 164,861 134,518 143,660 148,594 151,267 156,114 166,842 181,064 176,878

20,903 613 513 510 507 14,702 14,953 15,199 15,443 15,680 489 486
(K) 95,534 106,347 119,411 119,382 125,147 120,407 118,258 106,201 84,395 81,715 91,249 88,315

92,273 98,654 109,889 110,131 116,107 116,899 114,750 102,693 80,887 78,207 78,290 75,643

2,629 6,842 8,822 8,551 8,340 2,808 2,808 2,808 2,808 2,808 12,260 11,971
( I )

(A)-(B)

(L)

(M) 112,829 111,008 110,670 106,502 104,395 127,474 124,934 122,441 119,971 117,571 143,589 140,705

(N)

(O)

(P)

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費
そ の 他

減 価 償 却 費
営 業 外 費 用

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

8年度 9年度 10年度 11年度

営 業 収 益
料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

営 業 外 収 益



様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　度 前年度 本年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． 344,500 12,000 251,780 251,780 251,780 251,780 251,780

２． 51,235 51,924 55,652 54,392 54,523 54,531 48,706 47,507 40,847 28,193 21,433 15,384

３．

４．

５．

６． 204,180 7,000 144,001 144,001 144,001 144,001 144,001

７．

８．

９．

(A) 599,915 70,924 55,652 54,392 54,523 450,312 444,487 443,288 436,628 423,974 21,433 15,384

(B)

(C) 599,915 70,924 55,652 54,392 54,523 450,312 444,487 443,288 436,628 423,974 21,433 15,384

１． 549,005 19,100 4,290 4,500 4,500 405,317 405,317 405,317 405,317 405,317 4,500 4,500

２． 92,326 92,273 98,654 109,889 110,131 116,107 116,899 114,750 102,693 80,887 78,207 78,290

３．

４．

５．

(D) 641,331 111,373 102,944 114,389 114,631 521,424 522,216 520,067 508,010 486,204 82,707 82,790

(E) 41,416 40,449 47,292 59,997 60,108 71,112 77,729 76,779 71,382 62,230 61,274 67,406

１． 41,416 40,449 47,292 59,997 60,108 71,112 77,729 76,779 71,382 62,230 61,274 67,406

２．

３．

４．

(F) 41,416 40,449 47,292 59,997 60,108 71,112 77,729 76,779 71,382 62,230 61,274 67,406

(G)

(H) 1,760,930 1,680,657 1,582,003 1,472,114 1,361,983 1,497,656 1,632,537 1,769,567 1,918,654 2,089,547 2,011,340 1,933,050

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 前年度 本年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

10,821 9,998 7,339 6,539 5,791 15,041 14,351 13,830 13,350 12,986 2,701 2,487

10,821 9,998 7,339 6,539 5,791 5,041 4,351 3,830 3,350 2,986 2,701 2,487

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

51,235 51,924 55,652 54,392 54,523 54,531 48,706 47,507 40,847 28,193 21,433 15,384

51,235 51,924 55,652 54,392 54,523 54,531 48,706 47,507 40,847 28,193 21,433 15,384

62,056 61,922 62,991 60,931 60,314 69,572 63,057 61,337 54,197 41,179 24,134 17,871

11年度

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度3年度2年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

10年度

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

全体総括

　「江刈地区水道整備事業」の実施により老朽化
した施設・管路を更新したことで有収率の向上、
突発的な漏水が減少された。しかし依然として慢
性的な漏水が多くみられており対応に苦慮してい
る状況である。
　今後は人口減少に伴う収益減、元利償還金の
ピーク、老朽化施設の早期改善に向けて、経営戦
略を策定し水道事業経営の効率化や経営基盤の強
化を図り、健全で持続可能な事業経営を推進して
いきたい。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　当町の水道事業は集落が広く点在しており給水
区域の範囲が広く、また人口規模に対する施設数
が多く、管路延長も長距離であることから施設維
持管理費、減価償却費が同規模団体と比較し割高
となっており給水原価が高くなる要因となってい
る。
　平成25年度から「江刈地区水道整備事業」を実
施しており老朽化した施設、管路を更新したこと
により、有収率の向上、突発的な漏水の減少等の
成果が出ている。また企業債残高対給水収益比率
を高くしている要因にもなっている。
　今後、経常収支比率、累積欠損金比率、料金回
収率の改善に向けて経営戦略を策定し、計画的な
管路の更新、適正な料金設定等を進めていきた
い。

2. 老朽化の状況について

　当町の旧簡易水道は7つ存在しており、多くの施
設や管路で老朽化が著しく進行している。また漏
水箇所不特定の慢性的な漏水が多くみられてお
り、施設や管路の更新が急務の課題となってい
る。
　管路更新率が平均値より高い数値となっている
のは平成25年度から実施している「江刈地区水道
整備事業」が要因となっている。

2. 老朽化の状況
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経営比較分析表（平成30年度決算）
岩手県　葛巻町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】

【48.85】 【17.80】 【0.70】


